
　

飢
餓
・
貧
困
・
差
別
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
温
暖
化
に
よ
る

自
然
災
害
︱
。
地
球
上
で
は
、
人
々
の
命
や
安
心
を
脅
か
す

多
く
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
し
、
よ
り

良
い
未
来
に
す
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
の
が
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
「
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
で
す（
左
下
欄
参
照
）。

　

市
で
は
２
０
２
１
年
に
、
楽
し
み
な
が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
知

り
、
生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ

リ
「
ま
ち
の
コ
イ
ン
」
を
導
入（
左
欄
参
照
）。
多
く
の
市

民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
世
界
中
の
人
々
が
行
動
を
変
え

る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と
は
小

さ
く
て
も
、
み
ん
な
で
取
り
組
め
ば
、
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
や
孫
、
ま
た
そ
の
次
の
世
代
が
豊
か
な
地
球
で

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
４
・
５
面
に
関
連
記
事
》

問
企
画
政
策
課
☎
225
‒
２
４
５
０

　厚木市版のコイン「アユモ」を使うと、地球
に優しい生活に加え、地域の人とのつながりも
増えます。地球の未来を考えて、ちょっとお得
に生活できるアユモを使ってみませんか。

　加盟すると、お店や団
体の課題解決や知っても
らうきっかけになります。

«SDGs» 2015年に開かれた国連の「持続可
能な開発サミット」で193カ国が賛同し、30
年までに達成を目指す世界共通の目標。17の
目標、169のターゲットがあり「地球上の誰
一人取り残さない」ことが誓われている。

«写真の加盟スポットの概要»
①余剰食品を加工した飼料を使う養豚場
②瓶の再利用などに取り組むエステティックサロン
③暮らしの悩みなどが相談できる地域の保健室
④寄付食材の料理が食べられる飲食店

■加盟スポットの募集

未
来
の
た
め
に

�

今
で
き
る
こ
と

アユモの加盟スポットの皆さん（取り組みなどは下欄参照）

①

④

③

②

詳しくはこちら

まちのコイン アユモ
できることから少しずつ

詳しくはこちら

あつぎ鮎まつり
開催決定
■大花火大会　18時～
※�その他の催しなど詳しくは

市HPに掲載
問観光振興課☎225-2820
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２

　

２
０
２
１
年
、
全
国
で
起
き
た
交
通
事
故

は
30
万
件
以
上
で
し
た
。
千
葉
県
八や
ち
ま
た街
市
で

は
、
下
校
中
の
小
学
生
が
犠
牲
と
な
る
痛
ま

し
い
事
故
が
発
生
。
市
内
で
は
７
１
１
件
発

生
し
、
う
ち
31
件
は
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

が
関
連
し
た
事
故
で
し
た
。
市
で
は
こ
れ
ま

で
も
、
学
校
か
ら
通
学
路
の
改
善
要
望
を
受

け
付
け
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
、
さ
ら
に
安
全
対
策
を
強
化
。

カ
メ
ラ
に
よ
る
通
学
路
の
点
検
を
新
た
に
始

め
ま
し
た
。

点
検
で
安
全
な
通
学
路
に

　

大
人
の
目
線
で
は
気
付
き
に
く
い
通
学
路

の
危
険
を
見
つ
け
る
た
め
、
児
童
の
ラ
ン
ド

セ
ル
に
付
け
て
通
学
路
を
撮
影
で
き
る
小
型

の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ（
左
欄
参
照
）を
市

内
全
小
学
校
に
２
台
ず
つ
導
入
し
ま
し
た
。

６
月
に
は
、
モ
デ
ル
校
で
実
際
に
装
着
し
、

子
ど
も
目
線
で
の
点
検
を
始
め
ま
し
た
。

　

点
検
し
た
の
は
、
妻
田
・
清
水
小
学
校
の

２
校
で
す
。
集
団
登
校
中
の
先
頭
と
最
後
尾

の
児
童
に
小
型
カ
メ
ラ
を
付
け
、
通
学
の
様

子
を
撮
影
。
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
通
勤

時
間
帯
の
交
通
量
が
多
い
場
所
な
ど
に
加

え
、
大
人
の
目
線
で
は
見
え
に
く
い
箇
所
が

な
い
か
点
検
し
ま
し
た
。
撮
影
は
、
登
校
・

下
校
時
の
１
回
ず
つ
。
事
故
の
恐
れ
の
あ
る

箇
所
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
危
険
な
行
動

な
ど
も
把
握
で
き
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
使
い
、

自
治
体
と
学
校
が
協
力
し
て
交
通
安
全
対
策

に
取
り
組
む
の
は
、全
国
で
も
初
め
て
で
す
。

　

子
ど
も
が
妻
田
小
学
校
に
通
う
藤
井
千
絵

子
さ
ん
（
46
・
妻
田
西
）
は
「
普
段
か
ら
、

下
校
時
は
特
に
交
通
量
が
増
え
る
の
で
気
を

つ
け
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。
今
回
の
点
検
で

は
、
危
険
な
場
所
を
映
像
で
確
認
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
子
ど
も
の
注
意
が
ど
こ
に
向
い

て
い
る
の
か
も
分
か
る
と
思
う
」
と
取
り
組

み
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

危
険
な
箇
所
は
改
善
を

　

撮
影
し
た
映
像
は
、
市
職
員
や
県
土
木
事

務
所
、
厚
木
警
察
署
で
構
成
す
る
通
学
路
の

安
全
対
策
協
議
会
で
共
有
し
、検
証
し
ま
す
。

モ
デ
ル
校
で
は
、「
信
号
の
前
に
待
機
場
所

が
な
い
」「
横
断
歩
道
が
あ
る
の
に
、
な
い

場
所
を
横
断
し
て
い
る
」
な
ど
の
意
見
が
上

が
り
ま
し
た
。
今
後
、
問
題
点
を
改
善
す
る

た
め
、
歩
道
の
延
長
や
カ
ラ
ー
舗
装
、
歩
道

に
歩
行
者
の
停
止
を
促
す
フ
ッ
ト
マ
ー
ク
の

設
置
な
ど
の
検
討
を
進
め
ま
す
。
9
月
か
ら

は
、
残
り
の
21
校
も
同
様
に
、
点
検
・
検
証

を
ス
タ
ー
ト
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
学
校

に
通
え
る
よ
う
、
順
次
、
安
全
対
策
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
他
に
も
、
全
年
代
へ
の
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
補
助
や
、
子
ど
も
・
高

齢
者
向
け
交
通
安
全
教
室
の
開
催
な
ど
、
事

故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
て
、
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
学
務
課
☎
225‒

２
６
５
０

児
童
目
線
で
通
学
路
を
点
検

　

市
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
標
に
掲
げ
、
啓
発
や
交
差
点
の
カ
ラ
ー
化
な
ど
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
通
学
路
の
安
全
を
確
認
す
る
た
め
、
ラ
ン
ド
セ
ル
に
付
け
て
映
像
を
撮
影
で
き
る
小
型
カ
メ
ラ
を
導

入
。
子
ど
も
目
線
の
映
像
か
ら
危
険
箇
所
な
ど
を
把
握
し
、
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

Zoom Up

小
型
カ
メ
ラ
で
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

カメラを付けて通学路を登校する児童たち

対策強化で安全な通学路に
　市内小・中学校全36校を対象に、通学路の交差点内のカラー
化やガードレールの設置など、安心・安全な道づくりを目指し
ます。� 問道路整備課☎225-2310

　特色ある教育に取り組む市内の幼稚
園で、子どもに合った幼児教育を受け
てみませんか。

問こども育成課☎225-2262

　《実施例》　愛甲小学校正門前（歩行者たまりを拡幅）

詳しくは市HPに掲載▶

対策に向けた取り組み

ウェアラブルカメラとは
リュックサックの肩ひも
や自転車などに装着し撮
影できる軽量な小型カメ
ラ。手に持たず撮影者の
視点で撮影が可能

特色のある教育を

幼稚園で楽しく学ぼう

　カメラを付け登下
校時の通学路を撮影

　映像を協議会で共
有し検証

問題点を改善実際の撮影映像実際の撮影映像

待機場所が狭い歩道待機場所が狭い歩道 広くなった歩行者たまり広くなった歩行者たまり

施
工
前

施
工
後

入園願書を10月15日から配布開始
　2023年度の新入園児の願書を受け付けま
す。願書や募集要項は各園で配布します。
《対象》�3歳～就学前の子ども
《開園時間》7時30分～19時
《保育時間》�9～14時（時間外は預かり保育）

本厚木駅前の公共施設から幼稚園に送迎
　送迎が難しい保護者に代わり、あつぎ市民交流プラザの託児室「わた
ぐも」を中継場所として、送り迎えするサービスです。
《対象》�対象幼稚園の在園児（対象幼稚園はこども育成課に問い合わせ）
《利用時間》�受け付け＝7時15分～8時15分� �

引き取り＝18時30分～19時30分（一時的な利用も可）
《利用料》�片道100円 申対象幼稚園にある

申込書を、在園する
幼稚園に提出。

対象や時間、保育料
は園ごとに異なりま
す。見学の申し込み
など、詳しくは希望
の園に問い合わせて
ください。



３ 2022（令和４）年９月１日

■一度もワクチンを接種していない方の接種
　10月半ば以降に、２回目接種を終えた全ての方へのオミクロン株対応ワク
チン接種が検討されています。集団接種で1・２回目未接種の方の接種を実
施します。希望する方は、予約してください。
《日時》　①　９月２・２3日　1２時～18時30分
　　　　②　９月3・２4日　９時～15時30分
　　　　※1・２回目を同一時間でセット予約
《場所》　老人福祉センター寿荘　
《対象》　�1２歳以上で一度も接種していない方
《ワクチン》　ファイザー社製
申予約サイト、コールセンター☎︎0570-054-666へ。
■ワクチン接種証明書（国内用）をコンビニで発行
《日時》　毎日6時30分～２3時　《場所》　セブンイレブン
《費用》　1２0円
申マイナンバーカードを持ち、直接店舗へ。
※海外渡航用は、すでにアプリまたは窓口で取得した方のみコンビ
ニ発行が可能。
■3・4回目接種
　集団・個別接種で予約を受け付け中。

●救急安心カード
《配布場所》救急救命課、
消防署、公民館、健康長寿
推進課、介護福祉課など

●救急医療情報セット
《配布場所》公民館、介
護福祉課、障がい福祉課
など

　

コ
ロ
ナ
禍
で
救
急
件
数
が
増
加
し
、
救
急

の
現
場
は
全
国
的
に
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
厚
木
消
防
管
内
で
は
、
２
０
２
２
年

７
月
末
時
点
で
７
４
３
８
件
の
救
急
案
件
が

あ
り
、
21
年
と
比
べ
て
お
よ
そ
１
・
18
倍
に

増
え
ま
し
た
。
感
染
症
予
防
の
防
護
服
の
装

備
や
搬
送
先
の
選
定
に
普
段
よ
り
時
間
が
か

か
る
の
に
加
え
、
夏
は
厳
し
い
暑
さ
の
た
め

熱
中
症
で
の
通
報
も
多
く
、
状
況
は
ひ
っ
迫

し
て
い
ま
す
。

本
当
に
必
要
な
人
の
た
め
に

　

そ
ん
な
中
、
厚
木
消
防
に
寄
せ
ら
れ
る
通

報
に
は「
体
調
が
悪
く
病
院
に
行
き
た
い
が
、

移
動
手
段
が
な
い
」「
今
日
か
ら
入
院
す
る
の

で
呼
ん
だ
」
な
ど
緊
急
性
の
低
い
も
の
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
救
急
救
命
課
の
松
谷
伸

佳
係
長
は
「
救
急
車
は
、
一
分
一
秒
を
争
う

緊
急
性
の
高
い
傷
病
者
の
た
め
の
も
の
。
救

え
る
命
を
確
実
に
救
う
た
め
に
も
、
緊
急
性

の
低
い
通
報
は
控
え
て
ほ
し
い
」と
訴
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
救
急
車
が
必
要
と
判
断
し
た
と

き
は
迷
わ
ず
通
報
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
と
き
に

電
話
で
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
け
る

「
あ
つ
ぎ
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
（
左
欄
参
照
）。

一
人
一
人
が
備
え
を

　

市
で
は
他
に
も
、「
救
急
安
心
カ
ー
ド
」「
救

急
医
療
情
報
セ
ッ
ト
」
の
配
布
（
左
欄
参
照
）

や
、
各
種
救
命
講
習
会
の
開
催
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
は
、
あ
ら
か
じ
め
持
病
や
か
か
り
つ

け
医
を
書
い
て
持
ち
歩
く
も
の
で
、
セ
ッ
ト
は

自
宅
に
保
管
す
る
も
の
。
駆
け
付
け
た
救
急

隊
員
や
医
療
機
関
の
職
員
が
、
速
や
か
に
傷

病
者
に
合
っ
た
対
応
を
取
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　

救
命
講
習
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
応

急
手
当
て
の
知
識
や
技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
周
り
に
居
合

わ
せ
た
人
が
救
命
処
置
を
し
た
こ
と
で
、
社

会
復
帰
す
る
割
合
が
２
・
７
倍
に
な
る
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
り
（
※
）、
多
く
の
人
が
受

講
す
る
こ
と
で
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
を
救

う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

９
月
９
日
は
救
急
の
日
。
改
め
て
救
急
車

の
使
い
方
を
見
直
す
の
に
加
え
、
一
人
一
人

が
で
き
る
備
え
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問
救
急
救
命
課
☎
223-

９
３
６
５

※
総
務
省
消
防
庁
「
令
和
３
年
版　

救
急
救

助
の
現
況
」
か
ら
抜
粋

救急車の適正利用を
９月９日は救急の日

　感染症や熱中症で、今夏は救急現場が厳しい状況でした。必要なときは速
やかな１１９番通報が大切ですが、緊急性の低い案件もあります。救える命を確
実に救うため、救急車の使い方やできる備えを改めて見直しませんか。

Zoom Up

新型コロナワクチン新型コロナワクチン
接種のお知らせ

　救急車の適正利用の必要
性や心肺蘇生法などが学べ
るイベントを開催します。

《日時》　 ９月10日　９～14時
《場所》　アツギトレリス
《内容》　�AEDを使った心肺

蘇生法の体験、救急車・資器材の展示など
申当日直接会場へ。

医師や看護師などの専門家が２4時間相談に応じます。

※情報は8月18日時点。

問ワクチン接種コールセンター☎0570-054-666

あつぎ救急フェア

こころ、こころ、
元気ですか？元気ですか？

問救急救命課☎223-9365

問健康長寿推進課☎225-2174

問救急救命課☎223-9365 問介護福祉課☎225-2220

あつぎ健康相談ダイヤル24
0120-31-4156

 救急車を呼ぶか迷ったら

 いざという時のために　持っておこう

20１９年の様子

９月10～16日は自殺予防週間

　ストレスの多い現代社会では、心の疲れに
早めに気付き、対応することが大切です。一
人で抱え込まず、まずは相談しましょう。

　心の専門家である臨床心理士が、面接や
電話で心の健康相談を受けています。

臨床心理士による
いのちのサポート相談

《日時》�９月1２日� 13～16時�
10月6日� ９～1２時�
10月17日� 13～16時

《場所》保健福祉センター
《対象》市内在住の方　《費用》無料

申希望日の前日までに健康づくり課☎︎２２5-２２01へ。

接種証明書

3・4回目接種

1・2回目接種



　
「
ど
う
し
た
ら
子
ど
も
た
ち
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
か

な
」「
ゲ
ー
ム
形
式
で
楽
し
み
な
が

ら
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
興
味
が
湧

い
た
ら
い
い
よ
ね
」。
そ
ん
な
会
話

を
交
わ
す
の
は
、
神
奈
川
工
科
大
学

の
学
生
ら
で
作
る
団
体
「
Ｋカ

イ

ト

Ａ
Ｉ
Ｔ 

Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ 

Ｈハ

ブ
Ｕ
Ｂ
」
の
メ
ン
バ
ー

た
ち
。
リ
ー
ダ
ー
の
池
田
優
太
さ
ん

（
博
士
前
期
２
年
）を
は
じ
め
14
人
が
、 

普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
好
奇
心

　

団
体
の
活
動
は
、
昨
年
６
月
に
始

ま
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言

葉
は
１
～
２
年
前
か
ら
耳
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
の
、
内
容
は
よ
く

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
池
田
さ
ん
。

き
っ
か
け
は
、
専
攻
し
て
い
る
電
気

電
子
情
報
工
学
科
の
小
室
貴
紀
教
授

と
の
雑
談
で
し
た
。
教
授
か
ら
出
た

「
世
間
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
、
調
べ
て
み
る
と
奥
が
深
そ

う
だ
ね
」
と
い
う
話
題
。
幼
い
頃
か

ら
知
ら
な
い
こ
と
に
強
く
引
か
れ
る

池
田
さ
ん
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
掘
り
下

げ
追
求
し
た
い
と
思
い
、
教
授
と
２

人
で
団
体
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

小
室
教
授
は
「
当
初
は
、
学
生
と

一
緒
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
調
べ
て
み
よ
う

と
い
う
気
楽
な
気
持
ち
で
始
め
た
」

と
話
し
ま
す
。
講
義
の
中
で
メ
ン

バ
ー
を
募
集
す
る
と
、
学
内
か
ら
７

人
の
学
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

意
識
が
変
わ
っ
た
ゲ
ー
ム

　
「
地
球
環
境
問
題
以
外
は
あ
ま
り

意
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
世
界
規
模

の
話
な
の
で
、
個
人
で
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
」。

メ
ン
バ
ー
の
原
山
昂こ
う
し士
さ
ん（
２
年
）

は
、
発
足
当
時
を
そ
う
振
り
返
り
ま

す
。
初
回
の
打
ち
合
わ
せ
で
聞
い
て

み
る
と
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
特
定
の
分
野
の
側
面
で

捉
え
て
い
る
状
態
。
活
動
は
手
探
り

で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

団
体
発
足
か
ら
約
１
カ
月
が
過
ぎ

た
頃
、
池
田
さ
ん
た
ち
は
学
外
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
に
参
加

し
ま
し
た
。
行
き
先
は
、
横
浜
市
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
の
手
掛
か
り
に
し

よ
う
と
、
会
議
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
見
つ
け
た
も
の
で
す
。内
容
は
、

２
０
３
０
年
ま
で
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
お
金
と
時
間
を
使
っ
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
、
人
生

ゲ
ー
ム
に
似
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
し

た
。や
っ
て
み
る
と
意
外
に
難
し
く
、

参
加
者
同
士
で
協
力
・
連
携
し
な
い

と
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
け
ま
せ
ん
。

　

ゲ
ー
ム
が
進
む
う
ち
に
池
田
さ
ん

は
「
現
実
に
置
き
換
え
て
み
て
も
同

じ
だ
」
と
気
付
き
ま
す
。
世
界
に
は

立
場
の
違
う
人
が
い
て
、
目
標
も
価

値
観
も
さ
ま
ざ
ま
。
誰
か
が
目
標
を

達
成
で
き
て
も
、
そ
の
結
果
に
よ
っ

て
別
の
誰
か
を
犠
牲
に
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
―
。
全
員
が
達
成
す
る

難
し
さ
を
痛
感
し
た
池
田
さ
ん
は
、

ゲ
ー
ム
の
進
行
者
が
言
っ
て
い
た

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う

言
葉
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

関
心
の
輪
を
広
げ
る

　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
た
め
に
、

多
く
の
人
が
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
た
池
田
さ
ん

た
ち
。
ま
ず
は
学
内
で
周
知
し
よ
う

と
、
11
月
に
は
、
同
様
の
Ｗ
Ｓ
を
企

画
し
、
約
30
人
の
学
生
や
教
職
員
が

訪
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
課
題
っ
て
こ
ん
な
に
複
雑

な
の
か
」「
自
分
の
こ
と
だ
け
考
え

て
い
て
は
駄
目
で
、
も
っ
と
広
い
視

野
で
物
事
を
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い

ん
だ
」
な
ど
の
気
付
き
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
Ｗ
Ｓ
を
き
っ
か
け
に
、 

学
内
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
も
活
動

を
広
げ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
に

　

団
体
の
立
ち
上
げ
か
ら
１
年
が
経

過
し
た
今
は
、
感
染
症
の
影
響
を
受

け
な
が
ら
も
、
日
々
工
夫
を
凝
ら
し

な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
広
め
る
た
め
に
も
、
続
け

る
た
め
に
も
、
た
だ
知
識
を
詰
め
込

む
だ
け
で
は
な
く
楽
し
む
こ
と
が
重

要
だ
と
実
感
し
た
。
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
」。
団
体
は
、

９
月
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
左
下
欄
参
照
）
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

学
べ
る
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
を
実
施
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

た
ち
は
「
す
ご
ろ
く
を
体
験
し
た
人

の
記
憶
に
少
し
で
も
残
る
よ
う
、
分

か
り
や
す
い
説
明
を
工
夫
し
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

池
田
さ
ん
は
来
年
４
月
か
ら
、
就

職
で
大
学
を
離
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
誰

で
も
楽
し
め
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
作
成
を
考
え
て
い
ま
す
。

「
30
年
に
向
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
だ
け
で

な
く
、
自
分
た
ち
の
目
標
を
立
て
て

活
動
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す

池
田
さ
ん
。
学
生
た
ち
の
活
動
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
。
ず
っ
と
先
の
ゴ
ー

ル
に
向
け
、
楽
し
み
な
が
ら
の
活
動

が
続
い
て
い
き
ま
す
。

特
集

一
人
の「
少
し
」が
つ
く
る
未
来

　

２
０
１
５
年
に
始
ま
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
少
し
ず
つ
社
会
に
浸
透
し
、
取
り
組
み

を
見
聞
き
す
る
機
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
特
集
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
を
進
め

る
神
奈
川
工
科
大
学
の
学
生
団
体
の
活
動
や
市
民
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
一
人
一

人
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。�

問
企
画
政
策
課
☎
225� ‒

２
４
５
０�

ワークショップでカードゲーム
を体験

オンライン会議で活動内容を検討

太陽光発電を取り入れている
農家の活動を体験

すごろくゲームのリハーサルをする学生たち。左から２番目がリーダーの池田さん

SDGs普及のために

学生が地域に
出張します

豊かな生活を未来につなぐため
まずは関心を持つことから

　「KAIT SDGs HUB」と一緒に地
域の児童館や学校などでSDGsを楽
しく学べます。
【内容】
　カードゲーム、すごろくなど

申■電話またはEメール、ファクスに氏名（ふりがな）、
電話番号、年齢、希望回を書き、9月14日までに企
画政策課☎225-2450・ 225-3732・ 1100@city.
atsugi.kanagawa.jpへ。抽選。◆当日直接会場へ。

　世界自然保護基金ジャパンなどによると、もし世界中の人が日本と同じ生
活をしたら地球約2.8個分の資源が必要と試算されています（※）。それほど日
本人は多くの資源を使っているということです。
　SDGsは、地球規模のとても大きな問題なので現実感を持ちづらいかもし
れませんが、未来の世代にこの地球を引き継ぐためには、世界中で課題に取
り組む必要があります。
　また、個人・企業・団体などさまざまな立場の人が、達成に向けた共通の
方向性を見出す必要があります。そのためには、SDGsという言葉と内容を
広く共有することが最初の一歩と言えるでしょう。
　一人一人の取り組みは小さくても、重なり合うことで、新たな人のつなが
りを生み、相乗効果をもたらす可能性を秘めています。まずは関心を持ち、
身近なことから始めてみてはいかがでしょうか。

（※）出典：世界自然保護基金ジャパン「環境と向き合うまちづくり」ウェブサイトから引用

慶應義塾大学大学院�政策・メディア研究科
高木�超

こすも
　特任教授（36）

　パネル展示や体験コーナー
でＳＤＧｓを楽しく学びな
がら、理解を深めませんか。
問企画政策課☎225-2450

日時　9月２５日　10〜16時　場所　あつぎ市民交流プラザ
内容　�■SDGsすごろく＝①11時～②13時～③15時～（各回１時間）  

　ゲーム形式でSDGsを楽しく学ぶ。  
◆自転車シミュレーター、SDGsへの
思いを書くデジタルメッセージボード、 
楽しく学べる展示・クイズラリーなど

入場無料

詳細はこちら

自分にできることで
誰かの力に

　5年ほど前に、不要な食品などを必要な
家庭に提供する「フードバンク」が市内に
あることを知りました。今では、感染症の
影響で収入が減った学生などの力にもなれ
ればと思い、毎月日用品や食材などを提供
しています。
日本は多くの食料を海外からの輸入に頼っています。 
一方、まだ食べられる食材を毎年
600㌧捨てています。

家事は分担 
これからも夫婦仲良く

　平日の家事は仕事の関係で妻に負担をか
けてしまっています。その分、休日は洗濯
や料理などの家事全般をやるようにして、
負担を少しでも減らすようにしています。
これからも夫婦で協力して、思いやりの心
をもって生活していきたいです。

地元の食材なら安心
して買える

　毎週開催されている夕焼け市で、野菜や
菓子を定期的に買いに来ています。地元産
は食品の輸送距離も短いので環境への負荷
も少なく、新鮮なものを安心して買えるの
でありがたいです。

清掃ボランティアで
まちをきれいに

　2年ほど前から、駅周辺のごみを拾うボ
ランティアに毎週参加しています。他にも、
まちのコイン「アユモ」に登録し、コイン
をためています。小さなことでも良いので、
自分ができることに取り組み、地域の役に
立ちたいと思っています。

できるだけ 
ごみを出さないように

　普段出掛けるときはマイボトル・マイ箸・
マイバックを持参して、割り箸やレジ袋な
どのごみになりそうな物はもらわないよう
にしています。シャンプーや食器用洗剤な
どは詰め替え用を選ぶようにして、容器の
購入を減らしています。

私たちのＳＤＧｓ 　SDGsの推進は大切。でも、個人でできることは何なのでしょうか。日常の身近な
行動が、実はSDGsに関係のあることかもしれません。皆さんの生活や工夫、それが
どんなSDGsにつながっているか考えました。

食品ロス削減の取り組みに関すること▶︎ 夕焼け市に関すること▶︎男女共同参画に関すること▶︎ にぎわい美化清掃に関すること▶︎ 市のリサイクルに関すること▶︎

知って始めるSDGs

9/1〜CATVで放送
あつぎ 元気Wave元気Wave

小泉�京子さん
（74・林）

小林�稜典さん�
（30・金田）

髙橋�清志さん
�（70）

赤羽根�めぐみさん
（56・田村町）

對
つしま

馬�綾野さん
�（24・恩名）

【相談先】
申神奈川工科大学地
域連携・貢献セン
ター☎291-3153・
291-3262 ・ chiiki-�
koken@ccml.kana�
gawa-it.ac.jp

SDGsの認知度

神奈川県の「県民ニーズ調査」から抜粋

2019

（年度） （％）

20

21

18.518.518.5

知っている知っている知っている

22.022.022.0 13.513.513.5 61.261.261.2

76.776.776.7

4.74.74.7

3.23.23.2

47.447.447.4 25.225.225.2 23.923.923.9

3.43.43.4

知らなかった知らなかった知らなかった

言葉は聞いたことがある言葉は聞いたことがある言葉は聞いたことがある

無回答無回答無回答

個人が能力を十分に生かせなければ、社会・経済は発展しま
せん。男は仕事、女は家事・育児という昔か
らの固定観念にとらわれず、個人の選択を
尊重する社会の在り方が求められています。

食料の輸出には、たくさんの森林・海洋資源、輸
送のエネルギーなどが消費されてい
ます。地域での消費が進むことで、
最小限に抑えられます。

都市に人口が集中すると、貧困やごみ問題・大気 世界中で、大量生産・大量廃棄が日常的に行われ
汚染問題が生じます。長期的な視点
や、住民自身がまちを管理する仕組
みづくりが必要です。

ています。資源の枯渇やエネルギー
の浪費による気候変動、環境汚染が
問題になっています。

45 2022（令和４）年９月１日
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「
鮎
ま
つ
り
を
延
期
す
る
」。
開
催
２
週

間
前
、
実
行
委
員
会
に
諮
り
苦
渋
の
決
断

を
下
し
ま
し
た
。
感
染
症
が
過
去
最
大
の

勢
い
で
再
拡
大
す
る
中
、
来
場
者
や
市
民

の
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
の
は
難
し
い
と

判
断
し
た
か
ら
で
す
。

　

期
待
の
声
を
た
く
さ
ん
頂
い
て
い
ま
し

た
。
河
川
敷
な
ど
の
安
全
対
策
も
整
え
て

い
ま
し
た
。
花
火
師
や
各
団
体
、
店
舗
の

皆
さ
ん
の
準
備
も
、
着
実
に
進
ん
で
い
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
３
年
ぶ
り
の
祭
り
を

予
定
通
り
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。

　

収
束
に
向
か
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
て
い
た
コ

ロ
ナ
禍
は
、「
Ｂ
Ａ
・５
」

の
出
現
で
状
況
が
一
変

し
ま
し
た
。
私
自
身
も

７
月
上
旬
に
発
熱
し
、

陽
性
と
判
定
。
予
防
を

呼
び
掛
け
る
立
場
で
の

感
染
を
申
し
訳
な
く
思

う
と
と
も
に
、
対
策
の
難
し
さ
を
身
を

も
っ
て
痛
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
新
た
な

変
異
株
が
出
現
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
各
自
が
で
き
る
防
衛
策
を
徹
底
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

花
火
は
、
11
月
５
日
に
延
期
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
少
し
寒
い
時
期
で
す
が
、

澄
ん
だ
夜
空
に
上
が
る
花
火
は
色
鮮
や
か

で
美
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
度
こ
そ

念
願
を
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
、
安
全
な
開

催
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

11月５日に延期となった鮎まつり

問企画政策課☎225-2450

　　  パートナーシップで目標を達成しよう
　幅広い分野にわたるSDGsの目標の実現に
は、国だけでなく、企業、学校、地域、家庭で
の取り組みが欠かせません。一人一人が、自分
ごととして実現を目指しましょう。

SDGsの情報を拡散する
　SDGsの実現には、多くの人の協力が不可
欠です。情報は、テレビやインターネット、
新聞などで毎日のように目にする機会があり
ます。家族や友人などと話したり、SNSで発
信したりするなど、周りに広めましょう。

SDGs関連のイベントに参加する
　関連イベントへの参加も、個人ができることの一つです。
SDGs全般の理解を深められるのはもちろん、地域での身近な
取り組みを知ることができます。イベントへの参加は、SDGs
を「自分ごと化」するきっかけにつながります。

SSSSSSSSSSSSSSSSDDDDDDDDDDDDDDDDGGGGGGGGGGGGGGGGssssssssssssssssSSDDGGss
　持続可能な社会を目指す世界共通の目標「ＳＤ
Ｇｓ」。その達成のために17の目標を知り、でき
ることから実践しませんか。

第11回
みんなで！

できる取り組みは？

目標17

　

あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
の
延

期
に
伴
い
中
止
と
な
っ
た

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
イ
ベ

ン
ト
に
代
わ
り
、
参
加
予

定
者
へ
の
無
料
配
布
を
実

施
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
「
も
ら

え
て
う
れ
し
い
」「
来
年

は
つ
か
み
取
り
を
し
た

い
」
な
ど
と
、
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

配
布
は
、
市
内
産
の
ア

ユ
を
子
ど
も
た
ち
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
。
参
加
予

定
だ
っ
た
小
学
生
６
０
０
人
に
連
絡
し
、
約
４
０
０
人
が
受

け
取
り
を
希
望
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
混
雑
を
避
け
る
た
め

に
市
が
指
定
し
た
時
間
に
合
わ
せ
て
親
子
連
れ
が
会
場
を
訪

れ
、
４
匹
ず
つ
ア
ユ
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

相
模
川
第
二
漁
業
協
同
組
合
の
栗
原
信
二
さ
ん

は「
配
布
を
通
じ
て
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
に
、

厚
木
の
ア
ユ
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
の
事
業
を
市
民
ら
の
視
点
で
評
価
し
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る「
市
民
参
加
型
外
部
評
価
」

を
、あ
つ
ぎ
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
実
施
し
ま
し
た
。

大
学
教
授
や
公
募
市
民
６
人
で
つ
く
る
外
部
評
価

部
会
委
員
ら
が
、
市
の
事
業
を
「
拡
大
」「
現
行

ど
お
り
」「
要
改
善
」「
縮
小
」「
廃
止
」
の
五
つ
の
区
分
で

評
価
し
ま
し
た
。

　

外
部
評
価
は
２
０
０
８
年
か
ら
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
１
６

２
事
業
を
評
価
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
高
年
齢
者
の
雇
用

や
、
市
内
で
の
住
宅
取
得

支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
保
育
推
進

の
補
助
金
、情
報
プ
ラ
ザ
・

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
の
維

持
管
理
事
業
な
ど
を
評
価

し
ま
し
た
。
評
価
の
様
子

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

生
中
継
し
ま
し
た
。
結
果

は
、
９
月
頃
に
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
事
業

の
改
善
に
生
か
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
家
庭
に
市

内
産
の
ヒ
ノ
キ
で
作
っ
た
積
み
木

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
事
業
を
、
８

月
か
ら
始
め
ま
し
た
。
初
日
は
、

小
林
市
長
が
厚
木
市
ま
る
ご
と

シ
ョ
ッ
プ
「
あ
つ
ま
る
」
で
、
３
組
の
親
子
に
積
み
木
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

積
み
木
の
材
料
は
、
森
林
整
備
の
際
に
生
じ
る
間
伐
材
を

利
用
。
良
好
な
森
林
環
境
の
保
全
と
、
子
ど
も
た
ち
に
幼
少

期
か
ら
木
の
ぬ
く
も
り
や
質
感
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
対
象
者

に
は
、
助
産
師
や
保
育
士
が

家
庭
訪
問
の
際
に
引
き
換
え

券
を
配
布
し
「
あ
つ
ま
る
」

で
受
け
取
る
仕
組
み
で
す
。

積
み
木
を
受
け
取
っ
た
牧
裕

二
さ
ん
は
「
積
み
木
か
ら
ヒ

ノ
キ
の
香
り
が
し
て
、
厚
木

の
自
然
の
良
さ
を
感
じ
た
。

大
切
に
使
い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

世
界
保
健
機
関
が
推

奨
す
る
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
Ｓ
Ｃ
）
の
認

証
都
市
で
あ
る
市
は
、

新
た
に
市
内
16
地
区
を

「
安
心
・
安
全
Ｓ
Ｃ
推

進
地
区
」
に
指
定
し
ま

し
た
。
指
定
式
に
は
、

各
地
区
の
代
表
者
が
出

席
し
、
小
林
市
長
か
ら

指
定
書
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　

推
進
地
区
の
指
定
は
、
市
が
Ｓ
Ｃ
の
認
証
を
取
得
し
た
翌

年
の
２
０
１
１
年
か
ら
実
施
。
指
定
を
受
け
た
地
区
は
、
子

ど
も
の
見
守
り
活
動
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。
推
進
地
区
を
代
表
し
て
決
意
表
明
し
た
、
睦
合
北
地

区
の
袖
澤
良
春
さ
ん
は
「
Ｓ
Ｃ
の

取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
、
誰
も
が

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
」
と
力
強

く
宣
言
し
ま
し
た
。

厚木名産のアユを手に笑顔

「あつ木のおもちゃ」で木
も く い く

育 犯罪に強いまちを目指して

「小学生鮎つかみどり」参加予定者にアユを配布市民参加型外部評価を実施

子どもが生まれた家庭に間伐材で作った積み木を贈呈 安心・安全セーフコミュニティ推進地区指定式を開催

市長から積み木を受け取る牧さん（左）

ピト

押部修一厚木警察署長（右）からは
プレートが渡された

中町大型バス発着場に設けた会場で配布

七つの事業を市民らが評価

２日間にわたり７事業を評価する委員たち
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希望の対局相手を書き、9月1～30
日（必着）に〒243-8511スポーツ推
進課☎225-2425・ 223-0044・
8850@city.atsugi.kanagawa.jpへ。
先着順。詳細は市HPに掲載。

里地里山保全等促進委員
会の委員を募集

　条例の運用へ助言・点検をする
委員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学の
18歳以上②平日昼間の会議（年2
回程度）に出席できる③他の審議
会などの委員でない④市の議員・
職員でない―の全てを満たす方2
人《任期》11月～（2年間）《報酬》
日額7800円（交通費含む）。申環
境政策課や市HPにある申込書を、
直接または郵送、Eメールで9月
30日（消印有効）までに〒243-8511
環境政策課☎225-2749・ 3100@
city.atsugi.kanagawa.jpへ。書類選
考あり。

生産緑地地区変更に伴う都市計画
変更案の縦覧と意見書の受け付け

　《閲覧期間》9月12～26日（土・
日曜、祝日を除く）《縦覧場所》都市
計画課《意見書提出》直接または
郵送、ファクス、Eメールで、9月
26日（必着）までに〒243-8511都市
計画課☎225-2401・ 222-8792・
4600@city.atsugi.kanagawa.jpへ。

市議会副議長が決定
　8月5日の市議会第3回会議で、
副議長に瀧口慎太郎氏（ネクスト
あつぎ）が選出されました。瀧口
氏は、総務企画や環境教育常任委
員会の委員長な
どを歴任。3期目。 
43歳。長谷在住。
問議会総務課☎
225-2700。

10月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

「「サルスベリと大山サルスベリと大山」」
#8月7日撮影
#百日紅
#玉川野球場入口
#niceatsugi
広報課公式インス
タグラムで公開中

インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター

インターネットモニター募集中

問広報課☎225-2043

検 索

8月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆鮎まつり延期の判断に賛成。表紙の写真がすてき
だった／30代女性 ◆祭りの延期は残念だが安全に楽
しめる時期に開催してほしい／40代女性 ◆家庭ごみ
の約50％が生ごみでその多くが食品ロスということに
驚いた。我が家でも何ができるか考えたい／50代男性 
◆例年以上に暑さが厳しく湿度も高いので改めて食中
毒には気をつけたい／50代男性 ◆あつぎジャズナイ
トが楽しみ／70代以上男性

　特集の取材で、学生たちがＳＤＧｓ 
の普及に励んでいる姿を見て、もっ

と自分ごととして捉えなければと改めて気付かされまし
た。一見関係のなさそうな行動も、実はＳＤＧｓにつながっ
ているのだと驚くことも多々ありました。身近な行動の一
つ一つが、周りに良い影響を与えることもあれば、悪い影
響をもたらすこともあるということを意識しながら生活し
ていこうと思います／永井

一定所得以上の後期高齢者医療
加入者の自己負担割合を変更

　10月1日から一定以上所得があ
る方は、医療機関などで支払う医
療費の自己負担割合が、1割から2
割になります（3割負担の方は変
更なし）。2割負担となる方には、
1カ月の外来医療の負担増加額を
3000円までに抑える措置を3年間
適用（入院を除く）。措置の適用
で払い戻しとなる場合、登録され
ている高額療養費の口座に後日入
金。口座の登録がない場合、9月
中に広域連合から申請書を郵送し
ます。問国保年金課☎225-2223。

9月1〜10日は「屋外広告
物適正化旬間」

　屋外に設置されている広告物に
は、掲出位置や大きさなどのルー
ルがあります。設置には条例に基
づく許可が必要なため、事前に相
談してください。ルールを守って
きれいなまちをつくりましょう。
問都市計画課☎225-2401。

厚木市民朝市
　日曜、6～7時。文化会館。市内産
の農畜産物や加工食品などを販売。 
問農業政策課☎225-2801。

夕焼け市
　11月2日までの水曜、16～17時。
荻野運動公園。市内産の農産物や
加工食品などを販売。問農業政策
課☎225-2801。

あつぎノーマイカーデー
の参加者を募集

　自家用車などの利用自粛に協力
していただける方を募集します。
　《実施日》11月4日《内容》通勤
や買い物などでの利用を控え、交
通混雑緩和や二酸化炭素削減量な
どを調べて効果を検証。申市HP
にある申込書を直接または郵送、

ファクス、Eメールで11月4日（消
印有効）までに〒243-8511都市計
画課☎225-2357・ 222-8792・
4600@city.atsugi.kanagawa.jpへ。
詳細は市HPに掲載。

健康マージャン大会・ゲストプ
ロとのお楽しみ対局参加者募集

　「ねんりんピックかながわ2022
厚木市交流大会」に合わせ、プロ
との対局イベントを開催します。
　《日時》11月①13日、10時30分～
②11時45分～③13時45分～④15時
～。⑤14日、10時～⑥11時5分～
⑦12時50分～⑧13時55分～（各回
50分）《場所》荻野運動公園《定員》
80人《ゲスト》井出洋介、土田浩
翔、松本吉弘、水口美香《費用》
無料。申ハガキ、ファクス、Eメー
ルに氏名（ふりがな）、〒住所、生
年月日、希望時間（①～⑧）三つ、

9月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

申申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　
＝ファクス番号　 ＝Eメール　HP＝ホームページ
　＝講座予約システム（インターネットで申し込み可）
市役所への郵便物は「〒243-8511○○課」で届きます。

　新型コロナウイルスの影
響で掲載の催しが中止とな
る場合や、利用に制限のあ
る施設があります。市HP
で随時お知らせします。

新型コロナウイルス感染症に関する県の相談窓口
新型コロナウイルス感染症専用ダイヤル（24時間対応）

感染の不安がある方、健康・医療の相談、診療
ができる医療機関の案内など

☎0570-056-774

公開日　9月20～30日
内　容　 YouTubeによる動画配信。気象予

報士の天達さんを講師に迎え、地球
温暖化や異常気象の問題からカーボ
ンニュートラルを考える。

費　用　無料

販売期間　9月1日～10月31日
販売場所　参加店舗（市HPに掲載）
価　　格　1セット5000円（500円×13枚）
購入上限　1人10セット
発 行 数　1600セット
使用期限　10月31日まで
申当日直接販売場所へ。先着順。

あつぎ協働大学特別講座

商店街プレミアム商品券を販売あつぎ公園通り商友会

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち
《パブリックコメント》
■自立経営農家育成資金融資条例
廃止
問農業政策課☎225-2800
■市税条例の改正
問資産税課☎225-2031
■個人情報保護条例などの改正
問行政総務課☎225-2287
　いずれも《閲覧期間》9月1日～
10月3日《閲覧場所》各課、市政
情報コーナー、公民館、本厚木・
愛甲石田駅連絡所、保健福祉セン
ター、中央図書館、あつぎ市民交
流プラザ、市HP《応募方法》閲
覧場所にある用紙で確認。

天気の達人と考える
カーボンニュートラル

　1セット6500円分の
商品券を、5000円で販
売します。

　気象予報士の天
あま

達
たつ

武
たけ

史
し

さんの話から、カーボ 
ンニュートラルの必要性を考えてみませんか。

問文化生涯学習課☎225-2512

問商業にぎわい課☎225-2840

▲詳細は市HPに掲載

《プロフィル》横須賀市出
身。テレビ番組の気象防災
キャスターとして、幅広い
年代にとって分かりやすく
興味を持てる天気予報を伝
えている

申9月1～30日に市HPから申し込み。申込
者に閲覧先のURLを送付。

◀︎市HPはこちら



22万4055人（前月比4人増）男11万5349人・女10万8706人10万3203世帯（前月比92世帯増）（8月１日現在）
厚木市の人口 人　口世帯数

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱ジチタイアド☎092-716-1401へ。
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　アサザの黄色い花咲く水辺にク
ロイトトンボが飛び、スイスイ泳
ぐナミアメンボの姿が涼しげだ。
　ふと水面を横切った黄色い筋を
目で追うと、連結したキイトトン
ボがアサザの葉に止まっていた。
しばらく見ていると、葉の裏に産
卵を始めた。雄も羽を休め、水面

が産卵の様子を美しく映し出して
いた。このトンボを見たのは十数
年ぶり。当時の谷戸は水量が多く、
休耕田に水が行き渡って水生植物
が繁茂し、トンボ類が多かった。
　環境悪化が進む今こそ、つつま
しく生き、人知れず生き残った希
少な生き物の生息環境を守りたい。

　体長40㍉前後で雌の方が大きい。湿地や
池などに生息する。雄の腹部は鮮やかな黄
色で雌は黄緑色。名は体色に由来する。県
や市のレッドデータ絶滅危惧種に指定されて
いる／七沢で見つけた。�写真・文／�吉田文雄

⃝キイトトンボ⃝
イトトンボ科

《期間》9月1～19日
《内容》❶協力店舗で割引などの特典が受け
られる。協力店舗や特典の内容は市HPに掲載
❷❸期間内にリツイート・投稿
した方から抽選で40人に市の名
産品や旅行券、本厚木ミロード
ギフトカードなどをプレゼント

多様性のある厚木を表現し
日中は白、夜は鮮やかな色に変わる

❶�繁殖を望まない場合は、不妊・去勢手術を受
けさせる
❷�犬の散歩はリードを付け、ふんを持ち帰るな
どのマナーを守る
❸�所有者を明確にするため、鑑札やマイクロ
チップなどを着ける
❹災害に備え、キャリーバッグや備品などを用意
❺責任を持ち一生を終えるまでの間、飼養する

猫の不妊・去勢手術費用を助成
《金額》雄＝3000円　雌＝4500円
申本人確認書類を持ち、生活環境課へ。詳細は
市HPに掲載。

Ｔ Ｎ Ｒを知っていますか？
　野良猫を捕まえて（Ｔrap）不妊・
去勢手術し（Ｎeuter）元の場所に
帰す（Ｒeturn）ボランティア活動。
繁殖を抑え、野良猫の被害を減ら
します。

　街のにぎわい創出と商業活性化
のため、本厚木駅北口広場にモ
ニュメントを設置し、三つのキャ
ンペーンを実施します。

設置期間

◀ ◀ ◀ キャンペーン ◀ ◀ ◀

あつぎいろ
ＡＴＳＵＧＩモニュメント

9月1～30日

問商業にぎわい課☎225-2840

ペットは家族の一員9月20～26日
動物愛護週間

　最期まで責任を持ち、大切に飼い
ましょう。
 問生活環境課☎225-2750

ペットを飼うときは

TT
ツ イ ッ タ ーツ イ ッ タ ー
witterwitterで

プレゼント
市広報課のアカウント（@
AtsugiCity_PR）をフォロー。
同アカウントのキャンペー
ン関連投稿をリツイート

II
イ ン ス タ グ ラ ムイ ン ス タ グ ラ ム
nstagramnstagramで

プレゼント
モニュメントの写真を撮影
し、自身のアカウントでハッ
シュタグ「＃あつぎいろ」
を付けて投稿

詳細は市HPに掲載

9/1〜CATVで放送
あつぎ 元気Wave元気Wave

猫は原則室内で飼う

モニュメントを撮影し
お店で優待

モニュメントの写真を撮影
し、協力店舗で提示すると
割引などのお得なサービス
が受けられる

❶ ❷ ❸

詳しくはこちら




